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【１８夏季一時金スト権集約結果】

第５７０号





６月１２日（火）１４：００～１５：００


第２回　検数労連１８夏季一時金交渉


スト権９３％以上の高率で確立する！組合員の一時金に対する


強い思いを主張！

















【スト権集約結果】


　６月５日～１１日までを投票期間とした１８夏季一時金スト権について、左記の表の通り各項目において９３％以上の賛成票を得て、高率で確立しました。





【第２回一時金交渉】


　９３％以上の高率という結果を受けて開催された第２回交渉で、組合は冒頭『スト権の結果


は今夏季一時金に対する組合員
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※次回交渉





６月20日（水）


１５時～


一時金に対する考え方を求めて行きます。
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なっている。両協会の収支は良くない方向に向かっているなかで、従業員の流出を抑えるには一定の一時金を出さなければならない。


　近年、両協会の一時金に対する対応の差は明らかである。特に日検協会は毎回一時金を下げている状況を我々は見過ごすことはできない。日検協会には大幅な一時金の上積み回答、全日検に対しては昨年を上回る回答を求める。


　全日検においては『役職手当』『特別評価』『年齢格差回答』は反対であり、と全体配分を強く求める。





































































































の強い思いであり、両協会はその強い思いに応える義務がある』と主張しました。


　その後、両協会より１８夏季一時金に関する基礎数字の説明を受け、更に両協会の現状の報告を受けました。





【日検協会】


　平成２９年度の収益と平成３０年度の収益予測は検査業務（中国向け廃プラ）で、中国の規制が強化され取扱量は減っている。今後、検査する業者が指定される動きがあるため、この動向には注視している。自動車関係は取扱量が伸びているが鉄鋼は減っている。しかしながら、昨年比との収益の比較ではプラスを予想している。





【全日検】


　コンテナ関係では若干伸びているものの、鋼材が減少している。


検査事業では、中国向けの廃プラに関しては減少傾向にある。また、政府の進める『働き方改革』による時間外の対応や、それに伴う新規採用なども計画しているため、経費は増となる計画でいる。


【組合主張】


今、世の中の景気は上向きと








































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


